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　　　　　　　　　　花山だよリ（血刀）
　今年はどうした事かお天氣が馬鹿に不良で，と言ふよりも雨の論旨が如露
簸負をしたので，降らない所では田の水が無くて植付が出來なV・許りでなく，
上水道の断水までしなければならない程であるのに，降った所は大抵水害を
受けた檬で，去る七月中旬富山今町の水害に遭った人の話を聞くと，雨が降
ってみると言ふよりも，バケツか何かで水を流してみると言った方がよく表
現された由。1Eに盆を覆す様な降り方だつたに違ひない．其の時の水死人の
中には，出水を見物に行き，自分の立ってるる岸の底部が水で洗ひ流され守
り取られてみるのに門付かす，途に岸の土塊と共に濁流に飲まれたと聞いて
は物凄かつた水勢もどうやら想像出回る．それは瓠て置き，八月に入ってか
ら花山は殆んど雨水の恩恵に浴さす，井戸水も次第に減じて，爲眞の現像，
宿舎員の入浴も中止して半じて炊事に事歓かぬ有様であったが，途に21日に
至て断水ポンプ故障でL事恥く「様になって了つた．丁度夏休み中で少人数で
はあったが総動員して，2町下った稚兇ケ池まで，バケツを持って水汲みに
出かける騒ぎにまでなった．此の断水の最中の22日に，2ケ年の外遊から去
る16日郎朝された川崎俊一氏が山本先生と共に山に來られた・正午，山を去ら
れる迄豪員一同慮接室に集って，族行中のお話を伺った．趾の遠來の賓客を
迎へて，断水のためとは言ひながらk茶も十分上げられなかった事は甚だ潰
憾であった．筒，断水は23日ポンプ修理と共に復旧した．
　今年の帝大の夏期講演會は本月1日より10日田の闇に開かれ，山本，上島
爾先生は夫々異った’方面から天丈學を連日講演せられたのであるが，科外講
座の一つとして，6日夜花山で天膿観望が行はれた．幸ぴ快晴に恵まd，■100名
程も集まり，午後10時孚頃迄，柴田先生は汗ダクで説明に當られた．爾柴川
先生は本月31日の夜お父様になられ，新らしいお母様並に嬢ちゃんは共にk
肥立ちよき由，誠にSS目出度い極みです．星見山入謹んで本誌上より御祠ひ
中上ぐる次第である．
　28日より3！日まで血塗，　公：文爾氏ぱ，又30日イ交山本先生は共に乖1宇戸崔ξ二部氏；
お宅の経緯度観測に出張された。使用機械は萬能経緯儀，檀星時クロノメ1
タ1，タイムは直接花山のシンクロノ1ムと有線電話で比較，此の爲め高城
氏は花山に残って，無線報時受信並に有線報時獲信に活耀された，（星見山人）
